
　
　
　
　
　
　

ご
あ
い
さ
つ

　

当
館
は
令
和
３
年
５
月
に
開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
そ
れ
を
記
念
し
た
企
画
展
を
開
催
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
そ
の
最
後
を
飾
る
企
画
展
の
主
人
公
は
長
宗
我
部
氏
で
す
。
当
館
は
、
長
宗
我
部
氏
の
居
城
が
あ
っ
た
岡
豊
山
に

立
地
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
土
佐
を
統
一
し
、
四
国
統
一
ま
で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い
た
戦
国
大
名
で
あ
る
長

宗
我
部
元
親
が
誕
生
し
た
地
で
す
。
そ
の
た
め
、
当
館
は
長
宗
我
部
氏
に
関
す
る
研
究
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を
使
命
の
一

つ
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
こ
れ
ま
で
５
度
に
わ
た
っ
て
特
別
展
や
企
画
展
に
お
い
て
展
示
し
て
参
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
か
ら
は
、
長
宗
我
部
氏
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
「
長
宗
我
部
展
示
室
」
を
設
け
、

長
宗
我
部
氏
や
四
国
の
戦
国
時
代
の
研
究
の
進
展
に
寄
与
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
長
宗
我
部
氏
へ
の
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
従
来
唱
え
ら
れ
て
い
た
定
説
が
覆
さ
れ
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
元
親
が
生
き
た
時
代
に
記
さ
れ
た
古
文
書
、
い
わ
ゆ
る
一
次
史
料
の
発
掘
と
そ
れ
に
依
拠
し
た
研
究
の
進

展
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
高
知
県
史
編
さ
ん
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
長
宗
我
部
氏
が
活
躍
し
た
時
代
の
古
文

書
の
収
集
が
よ
り
一
層
急
務
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
展
で
は
こ
れ
ま
で
の
展
覧
会
と
は
少

し
趣
を
変
え
、
新
た
な
歴
史
像
を
つ
む
ぎ
だ
す
材
料
と
な
る
古
文
書
等
に
着
目
し
ま
す
。
そ
し
て
、
長
宗
我
部
氏
が
生
き
た

時
代
を
リ
ア
ル
に
描
き
出
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
当
館
へ
貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
・
ご
寄
託
く
だ
さ
っ
た
皆
様
を
は
じ
め
、
本
展
開
催

に
際
し
、
貴
重
な
資
料
を
ご
出
品
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
４
年
１
月
14
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
長　
　

田
中　

宏
治
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歴
史
学
、
特
に
文
献
史
学
に
お
い
て
、
根
拠
と
す
る
史
料
は
一
次
史
料
と
二
次
史
料
と

に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
。

一
次
史
料
と
は
、
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
古
文
書
や
、
日
記
（
古
記
録
）
を
指
す
。

一
方
で
、
二
次
史
料
と
は
、
後
世
に
作
成
さ
れ
た
史
料
を
指
す
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
多

い
が
、出
版
さ
れ
て
民
間
に
流
布
し
や
す
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、長
宗
我
部
氏
の
イ
メ
ー

ジ
に
は
二
次
史
料
が
強
い
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。

こ
こ
で
は
、
後
世
に
作
成
さ
れ
た
二
次
史
料
で
語
ら
れ
る
長
宗
我
部
氏
の
イ
メ
ー
ジ
を

み
て
お
き
た
い
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

長
宗
我
部
氏
の
イ
メ
ー
ジ
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プロローグ　長宗我部氏のイメージ

１　

軍ぐ
ん

記き

物も
の

語が
た
り
が
語
る

　
　
　
　
　
　

長
宗
我
部
氏

軍
記
物
語
と
は
、
合
戦
を
主
題
と
し
て
、
そ
の
時
代
や
人
物
を
描
い
た
叙じ
ょ

事じ

的て
き

な
文
学
作
品
を
指
す
。
長

宗
我
部
氏
を
主
人
公
と
し
た
軍
記
物
語
は
元
親
記
が
編
ま
れ
て
以
降
、
い
く
つ
か
世
に
出
さ
れ
て
い
る
。

い
く
さ
に
関
す
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
脚
色
や
空
想
を
交
え
て
、
人
々
の
関
心
を
ひ
く
よ
う
に
つ
く
ら

れ
て
お
り
、
記
載
内
容
の
全
て
が
真
実
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
全
て
が
虚
構
で
あ
る
と
無
視
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
一
次
史
料
と
う
ま
く
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
研
究
に
用
い
る
姿
勢
が
重
要
と
な
る
。

元
親
を
語
る�

最
初
の
軍
記
物
語

１　

元
親
記

高
島
正
重 

著 

寛
永
８
年（
１
６
３
１
）成
立　
館
蔵

元
親
33
回
忌
に
際
し
て
、
そ
の
生
涯

を
追
想
し
た
も
の
。
長
宗
我
部
氏
に

関
す
る
軍
記
物
語
の
中
で
最
も
成
立

が
早
い
。
さ
ら
に
、
著
者
は
元
親
に

仕つ
か

え
た
高
島
正
重
で
あ
り
、
脚
色
は

少
な
い
と
さ
れ
る
。

一
方
で
、
一
次
史
料
と
照
合
し
て
み

る
と
、
過か

誤ご

と
判
断
で
き
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
少
な
く
な
い
。

な
お
、
本
史
料
は
寛
永
14
年

（
１
６
３
７
）
に
転
写
さ
れ
、
元
親

の
甥
で
あ
る
香
宗
我
部
親
和
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

虚
構
が�

判
明
し
た�

エ
ピ
ソ
ー
ド

下
巻
「
高
麗
赤
国

陣
之
事
」

「
唐
入
り
」、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮

出
兵
の
際
に
、
元
親
と
、
豊

臣
秀
吉
の
側
近
の
大
名
で
あ

る
垣か

き

見み

一か
ず

直な
お

（
和
泉
守
）
と

の
い
さ
か
い
を
伝
え
る
箇

所
。

し
か
し
、
元
親
と
一
直
が
一

貫
し
て
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
№
127
・
№
128
の
書
状

の
存
在
に
よ
り
、
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
元
親
の
武
勇
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
虚
構
で

あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
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１　軍記物語が語る長宗我部氏

冷
静
に�

元
親
を
語
る

２　

長
元
物
語

立
石
正
賀（

吉
） 

著 

万
治
２
年
（
１
６
５
９
）
成
立
カ　

館
蔵

長
元
記
と
も
い
わ
れ
、
箇
条
書
き

の
形
式
で
長
宗
我
部
氏
の
盛せ

い

衰す
い

を

記
す
。
著
者
の
立
石
正
賀
は
元
親

の
家
臣
で
あ
り
、伊
予
（
愛
媛
県
）

方
面
で
戦
功
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
、
南
予
攻
戦
の
記
述
に

つ
い
て
は
信
頼
が
置
け
る
と
評
価

さ
れ
る
。
一
方
で
、
著
者
の
記
憶

に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
箇
所
も
多

く
、
年
月
を
欠
き
、
誤ご

謬び
ゅ
うも
み
ら

れ
る
。

一
次
史
料
と�

元
親
記
に
依
拠

４　

土
佐
物
語

吉
田
孝
世 

著 

宝
永
３
～
正
徳
３
年（
１
７
０
６
～
１
３
）成
立　
館
蔵

元
親
に
仕
え
た
吉
田
政
重
の
孫
で
あ
る
孝
世

（
１
６
４
５
～
１
７
２
７
）
が
著
し
た
。
孝
世
は
、

土
佐
藩
記
録
方
御
用
を
務
め
、
山
内
家
伝
来
文
書
の

整
理
に
当
た
っ
た
。
そ
の
た
め
、
元
親
記
な
ど
の
二

次
史
料
に
加
え
一
次
史
料
に
も
依
拠
し
な
が
ら
、
土

佐
物
語
を
書
き
上
げ
た
。
一
般
に
流る

布ふ

し
て
お
り
、

大
衆
的
な
読
み
物
と
し
て
は
成
功
し
て
い
る
。

土
佐
物
語
同
様
に

脚
色

５　

長
宗
我
部
盛せ

い

衰す
い

記

中
田
好
賢 

著 

安
永
３
年
（
１
７
７
４
）
成
立 

館
蔵

谷
秦じ

ん

山ざ
ん

の
孫
で
、
儒
学
者
の
谷
真ま

潮し
お

が
序じ

ょ

文ぶ
ん

を
記
す
。冒
頭
に
お
い
て『
土

佐
物
語
』
が
『
古こ

城じ
ょ
う

伝で
ん

承し
ょ
う

記
』
を

潤じ
ゅ
ん

色し
ょ
くし
た
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
す

る
が
、
こ
ち
ら
も
脚
色
は
多
い
と
さ

れ
る
。

長
元
物
語
を
加
筆

３　

土
佐
軍
記

著
者
不
詳 

元
禄
年
間
（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
）

成
立
カ　
館
蔵

元
親
に
よ
る
四
国
平
定
戦
の
叙じ

ょ

述じ
ゅ
つを

中
心
と
し
、「
四
国
軍
記
」
の
別
称

を
持
つ
。
長
元
物
語
は
元
親
の
秀
吉

降
伏
で
終
わ
る
が
、
こ
ち
ら
は
、
子

息
で
あ
る
盛
親
の
死
ま
で
を
記
す
。



10

プロローグ　長宗我部氏のイメージ

２　

錦
に
し
き

絵え

に
描
か
れ
た

　
　
　
　
　

長
宗
我
部
氏

錦に
し
き

絵え

と
は
、
浮う
き

世よ

絵え

の
多
色
刷ず

り
木も
く

版は
ん

画が

の
総
称
で
あ
る
。
そ
の
画
題
の
一
種
と
し
て
、
甲
冑
姿
の
武

者
を
描
い
た
武
者
絵
が
あ
る
。
初
期
の
武
者
絵
は
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
な
ど
の
合
戦
場
面
を
描

い
た
作
品
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
は
、
流
行
の
読
み
本
や
、
歌
舞
伎
な
ど
多
方
面
か
ら
取

材
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
長
宗
我
部
元
親
や
そ
の
周
辺
の
人
々
を
描
い
た
作
品
も
残
さ
れ
て
い
る
。
同
時

代
の
も
の
で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
人
々
が
長
宗
我
部
氏
に
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
る
。

髭
を
た
く
わ
え
た
姿

６　

大
日
本
六
十
余
将　

土
佐
長
曽
我
部
秦
元
近

芳
虎 

画　
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
成
立　
館
蔵

題
名
の
「
大
日
本
六
十
余
将
」
と
は
、
日
本
の
旧
国
で
あ
る
60
余
り
の
国
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
た

武
将
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。

土
佐
を
代
表
す
る
武
将
と
し
て
元
親
の
姿
を
描
く
。
ひ
げ
を
た
く
わ
え
た
猛
々
し
い
姿
を
描
い
て

い
る
。

明
智
光
秀
重
臣
の
姿

７　

月
つ
き
の

百ひ
ゃ
く

姿し　

月げ
っ

下か

乃の

斥せ
っ

候こ
う　

斎
藤�

利
三

月つ
き

岡お
か

芳よ
し

年と
し 
画　
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
成
立　
館
蔵

題
名
の
「
月
百
姿
」
と
は
、
月
岡
芳
年
が
明
治
18
年
か
ら
発
表
し
た
浮
世
絵
の
連
作
。

月
を
テ
ー
マ
に
全
１
０
０
点
に
渡
る
揃
物
の
大
判
錦
絵
で
あ
る
。

斎
藤
利
三
は
、
明
智
光
秀
に
仕
え
た
。
ま
た
、
利
三
の
実
兄
で
あ
る
石い

し

谷が
い

頼よ
り

辰と
き

が
養
子
に
入
っ
た

石
谷
家
か
ら
元
親
は
妻
を
迎
え
て
お
り
、
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
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２　錦絵に描かれた長宗我部氏

加
藤
清
正
と
並
ぶ
英
雄

８　

豊
殿
下
四
国
之
加
藤
清
正
長
曽
我
部
信
親

勇
戦
一
騎
討
之
図

芳
虎 

画　
明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
成
立　
館
蔵

天
正
14
年
（
１
５
８
６
）
に
長
宗
我
部
氏
も
動
員
さ
れ
た
九
州
出
兵
に
お
け
る

戸へ

次つ
ぎ

川が
わ

の
戦
い
を
描
い
た
3
枚
一
揃
の
錦
絵
。

こ
の
戦
い
で
元
親
の
長
男
で
あ
る
信
親
は
討
ち
死
に
し
て
お
り
、
後
世
ま
で
武

功
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

描
い
た
の
は
、
№
６
と
同
じ
芳
虎
で
あ
る
。
彼
は
、
歌
川
国
芳
の
門
人
で
あ
っ

た
が
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
ご
ろ
に
、
そ
の
門
を
去
っ
た
。
明
治
初
年
に

は
人
気
絵
師
と
し
て
名
を
上
げ
、
武
者
絵
な
ど
を
描
い
た
。 




